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「盆踊り唄」の比較音楽学的考察
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また脚律の中央に，句読（Caesura）を挿入して前図のように，これを音符に書いて図のような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつざかリズムを示している。これと富山市の盆踊り唄「松栄音頭」の採譜から抽出したリズム型を比較
すると，共通のリズムが見られる。いずれにしても単純な2拍子の基本型と，極くわずかに変化
したリズムであることがわかる。また楽譜によって，前記の「旋律の下向性」も共通であること
がわかる。
　次にギリシァ叙事詩の技法として挙げられていること，そしてホメPスの特徴として書かれて
いる点の二，三を抽出して見ると
　（→　先きに挙げたヘクサメトロスは，ギリシァ語の構造とは，マッチしないリズムなのに，ホ
　　　メロスはこの詩脚の中へ，ギリシァ語が容易にうたわれるように，いろいろな表出を当て
　　　はめた。そのために
　　　⑦古い時代，新しい時代のギリシァ語やいろいろな形の方言を混用した。
　　　＠　また特定の形容詞も，古いものと新しいものが混在したので，一つの叙事詩表現に矛
　　　　　盾を生じているという。
　（＝）叙事詩は本来語り物なので，聴衆に対して，一つの場合や場面を生き生きとアッピールす
　　　るため，前後の筋書き，脈絡，関係を重視しない。即ち論理的な文章表現や文法的な正し
　　　さが無視されることもすくなくない。
以上のことはわが「盆踊り唄」に照合して見ても頷き得ることである。さらに
　日　同じヘクサメトロス（詩型，脚律）を重ね，繰りかえしているので
　　　⑦軽くて快適なテンポであり
　　　＠楽しい感情をもたらし
　　　⑳　特殊な人工語を加えていること，これはわが「盆踊り唄」における，理解し難い特殊
　　　　　なことば，或いはハヤシことばと同趣のものではないか。
　四　ホメロスの言語が技巧的であるが，その反面
　　　⑦単純
　　　◎　日常会話のように自由で
　　　⑳　物語りの変転展開にスピードがあり
　　　㊥　場面の変化は会話によってなされる
など，要するに叙事詩の表出ではあるが，演劇表現における深刻さがなく，民謡と踊りらしい軽
妙さと，流動的な明快さが充溢していたのであろう。そしてこのことは，詩中の英雄，騎士たち
が，予想される死への重圧感があっても，表現としては朗々としており，その点「盆踊り唄」の
口説き物に見られる，情死や心中の表現が，悲哀にのみ墜ちていないのに通じていはしまいか。
　ギリシァ音楽においては，詩と音楽が一体であり，それは総合芸術の一つの理想を示している。
音楽や芸術が，本然の人間性，自然性を失なうと，つねに「古典に還れ」と反省されるのは，ギ
リシァの詩曲一如の精神に戻ることの反省を指すのであろう。ラプソードスは歩きながら，踊り
ながら叙事詩をうたった。踊りながら自らの詩作を加えてうたう。自らこれをうたい自ら踊る。
そこに瑞々しい総合芸術としての音楽創造が顕現されるのである。わが「盆踊り唄」にも，その
事情を証明する生きた例がある。
。「廻り踊り（富山県名所名産尽し）」
　演唱　中新川郡上市町北島69
　　　　山本金太郎　ほか
　　「廻り踊り」は組踊りの最初に配さ
れる輪踊りである。演唱者はこの地
方の各種音頭，民謡を能くするほか，
「樺太甚句」にも通ずる練達者。自
作した次の新しい詞章を踊りながら
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　　演唱した。まさしくギリシァのラプ
　　ソードスである。所要時間約7分。
（ハリャ　コーイトサーノ
　　　　オージュダーイ
　　　（ナーンジャイ　サーンジャイ）
　　　　ナーンジャイサーンノ
　　　　コレワイヤ
　　　　　　　　　そろ　コリャ　踊り衆が揃んてナーイ
　　　（ヤラソーイ　エンヤラノー
　　　　ヤラダーイ）
fハイ　コリャ　ドージャイナ
　　　　富山県はよいとこ（ン）ろ
　　　　東の空を眺むれば
　　　　　　　　　　　　たてやま　　　　雄々しくそびゆる立山よ
　　　　　　　　　つるぎだけ　　　　清くそびゆる剣嶽
　　　　　　　　　　　きおぎめ　　　　やさしく見える早乙女よ
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
ζアイ　コリャ　ドージャイナ
　　　　ごしよう　　　　　じようござん　　　　後生大事の浄土山
　　　　　りやく　　　　御利益あらたな薬師岳
　　　　　　さんざん　　　　この山々をもととして
　　　　若い衆やナ　先生方イナ
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
fアイ　コリャ　ドージャイナ
　　　　流れ出でくるその川はよ
　　　　黒部川から片貝川よ一イ
　　　　早月川からコレ　ドーボンジャ
　　　　若い衆やナ　先生方イナ
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
　　　　　　　　　　　　お　や　べ　fハイ　常願寺川，庄川，小矢部に
　　　　じんづう　　　　神通川
　　　　なな　　せん　　　　七大川のその川よ　大衆方イナ
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
fハイ　コリャ　ドージャイナ
　　　　豊かな水の（サ）力にて
　　　　　　　　　　　　もミ　　　　おこす電気は国の基
　　　　工一産業王国富山県
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
fハイ　ゴリャ　ドージャイノ
　　　　　　　　　　　はぐ　　　　豊富な水に（サ）育くま（ン）れ
　　　　実るお米の味のよさ
　　　　「豊年越路」に「越光」
　　　　　　　　　　　o　　o　　o　　o　　o　　　　これに負けぬとよもまさり
　　　　今を売り出す「日本晴」
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
（ハイ　コリャマタ　ドージャン
　　　　　　　　　　　　もち　　　　味と粘りの「大正儒」
　　　　昔も今も皆様よ一イ
　　　　　　　みやげ　　　　　にほん　　　　お嫁の土産にゃ日本一
　　　　ナこ　　　　食べたらうまいそ富山米
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
fハイ　コリャマタ　ドージャン
　　　　あまた産業もあるけれど
　　　　　　　　すぐ　　　　とりわけ優れた富山の薬
　　　　津々浦々まで行きわた（ン）り
　　　　保健衛生のためにとて
　　　　若い衆やナ先生方イナ
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
ζハイ　三百余年の昔より
　　　　先用後利で守りぬく
　　　　今じや他国へ輸出して
　　　　諸外国にも喜ばれ
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
　　　　ほんに富山はよいところ
　　　　若い方上手（ン）じゃの一イ
　　　（ヤラソーイ　エンヤラソイ
　　　　ヤラジャーイ）
fハイ　コリャ　ドージャイナー
　　　　富山湾と眺れば
　　　　佐渡と能登との間より
　　　　金波銀波が押しよせる
　　　　とてもきれいなその海で
　　　　　きかな　　　　育つ肴の味のよさ
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
fハイ　コリャ　ドージャイナー
　　　　　　　ぎよかく　　　　四季に漁獲の絶え間なく
　　　　たら　　だい　　　　鱈や鯛の（サ）味のよさ
　　　　　　　　　ふく　ら　ぎ　　　　刺身のうまい福来魚や
　　　　　　　　　　ぷりまく“ろ　　　　でかい切り身は魚師鮪一イ
　　　　Sし　　　さかな　　　　歳取り肴じゃ日本一
　　　（サーリャサ　ヨイヤナー）
　　　　エーヨイカデヤ　ハ　コリャ
で’ハイ
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はやし難子こえ上手（ン）じゃゾーイ
（ヤンサー　エンヤラソイ
ヤラジャーイ）
コリャ　ドージャイノ
水の中から光を放つ
　　ぎよ　　　　　　　　　o　o観賞魚の（サ）螢いか
　　　　　　　みやげ食べておいしい土産によろしい
どうか一度は皆様よ
食べて見やのせ先生方イナ
（サーリャサ　ヨイヤナー）
コリャ　ドージャイノ
五・六月の（サ）その頃に
どんより曇った沖合いに
　　　　　　　　しんきろうきれいに浮かぶは蹟気櫻
fハイ
9！ハ
これも世界で珍しゃ一イ
見たか見ぬかは客まかせ
（サーリャサ　ヨイヤナー）
コリャ　ドージャイノーイ
8／
　名所名所もまだまだあれど一イ
　他府県のお客さ（ン）ま
　一度は富山に来ておくれ
　若い衆やナ　先生方イナー
（サーリャサ　ヨイヤナー）
ヨイカデャ　ハ　コリャ
　　　　　そろ　いまよく揃んたゾーイ
（ヤーラソイ　エンヤラソイ
　ヤラジャーイ）
　音楽や踊りは人間を離れてあり得ない。人類の発祥とともに音楽と踊りはあった。叙事詩音楽
は人類に共通する総合芸能（術）として発生し発展したのではないか。日本とギリシァ，海を距
てて，それぞれの叙事詩が併行的に誕生し伝承されたのではないか。現実には再現することが出
来ないとされているギリシァ叙事詩の幻影が，わが盆踊りとその唄に写し出されているのではな
いか，と思われるのである。私はこの仮想的契合を抱きながら，さらに各般の考察を試みたいと
思う。
